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生活支援コーディネーターらによる事例発表  

東京都武蔵野市健康福祉部高齢者支援課 

第１層生活支援コーディネーター 

横山美江 さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武蔵野市役所高齢者支援課の横山美江さんは、平成２６年度に市の「生活支援コーディ

ネター」になった。全国でも早い段階での選出であり、この２年間は手さぐりでようやく

ここまできたというのが実感という。ここまでこられたポイントはふたつ。ひとつはこれ

までの自分の経歴、もうひとつは勝手に動くのでなく行政のバックアップがあったから。 
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生活支援コーディネーターと協議体について 

武蔵野市はおおむね中学校区の６つの在宅介護支援センターに地域包括支援センターを併

設していて、ここに第２層の生活支援コーディネーターを置く予定。第１層（横山さん）

は市役所健康福祉部高齢者支援課の市直営基幹型地域包括支援センターに所属している。 
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武蔵野市の特徴 

武蔵野市の特徴は全市的には町内会・自治会がなく、小学校単位のコニュニティセンター

をつくって、それぞれの地域の協議会が運営していること。市が１０００万円補助事業と

して用意した「テンミリオンハウス」（高齢者が自由にすごせる）が市内７カ所にあること。



4 

 

第１層コーディネーターになるまで 

武蔵野市の地区社協はおおむね小学校区単位で福祉を中心にして活動していて、平成１８

年からその職員であったため、地域社協のしごと、テンミリオンハウスの運営、ボランテ

ィアセンターの業務などを担当してきた。その経歴から今回の事業にあたって市役所と社

協の人事交流によって「第１層生活支援コーディネーター」として異動した。 
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生活支援コーディネーターと協議体（構成メンバー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議体構成メンバーは身近な第２層では地域社協、コミュニティ協議会など（上記）、 

第１層は学識経験者、医師会などこれまでの地域包括支援センター運営協議会メンバーが

中心に。第２層のコーディネーターを含めた連携協議の設定と運営が重要なしごとになる。 
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武蔵野市の実情 
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 武蔵野市からのメッセージ 

地域づくりには時間がかかる。コーディネーターや行政は住民をコントロールしない。 

やらされ感のある活動は継続しない。新しいしくみを活かして地域の課題、住民の声をダ

イレクトに取り上げ、自治体がまちづくりに住民の声を反映ながら課題を解決していく。 
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武蔵野市生活支援コーディネーター平成２７年度上半期活動報告 
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相談対応件数と相談者別割合 

高齢者からの相談としては、自治体への相談のハードルが高いこと、介護保険の扱い、デ

イサービスの利用法、民生委員からは複雑な家庭の相談をどこにするかなど、地域の課題

を地域のみんなで解決する「第１層コーディネーター」のしごとが要請されている。 


